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第51回日本薬剤師会学術大会
利益相反の開示

筆頭演者名：菜嶋 知里

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。





【目的】

🔶 今般、当会独自のホームページ
を立ち上げた。

🔶 作成の過程、現状を報告するとと
もに今後の方向性について述べる。



【方法】

◆作成過程について実資料を

提示。



ファーストステップ
ホームページ委員会を設置

◆見やすい、分かりやすい

◆時節にあった情報提供を行う

◆ 自分たちで更新が可能

◆ 関連する団体のリンクが張れる

◆会員専用のページの作成

◆ 当会作成のハンドブック・スライド資材等を組み込む

◆一般閲覧者の環境衛生への理解向上を図るため
生活に役立つ情報発信



デザインの検討



京都市学校薬剤師会　様　サイトツリー案　２ ・・・更新されるページ

トップページ 学校薬剤師とは

・学校薬剤師の簡単な説明

・学校環境衛生基準（PDF）へのリンク

・お知らせ（新着情報） ・会長挨拶
・組織・役員紹介

学校薬剤師のお仕事 各仕事説明

・各検査、薬物乱用教室など仕
事一覧（詳細へのリンク）

・各検査や仕事を器具などの写真とともに説明

薬剤師日記　（仮） バックナンバー一覧

・季節に沿った日常生活における注意点、会員の実習における経験談などを日記形式で定期的に掲載

会員専用ページ 各種配付書類ダウンロード

・お知らせ（新着情報） ・FAXなどで配布したお知らせなどをPDFで提供

お助けハンドブック　（仮）

・Q&A式で、検査などの際の注意点を季節ごとに掲載

リンク集

・関連団体などのＨＰへのリンク



学校薬剤師のお仕事

＜ページ構成＞

①各仕事の一覧（メニュー）

各詳細説明へのリンク兼ねる

＜必要なもの＞

＜公開後必要な作業＞

特になし

仕事、検査項目の洗い出し







薬剤師日記

＜ページ構成＞

①今日のお仕事
季節に沿った注意点を行った
仕事（検査）をからめて日記風に
紹介。
可能であれば写真とともに。

②私の実習
会員一人の実習時の経験談
可能ならば、顔写真とともに。

※①もしくは②の最新ページ

＜必要なもの＞

＜公開後必要な作業＞

毎月の記事作成

 「今日のお仕事」「私の実習」
を毎月更新可能か

→ 写真・・・スマホで撮影



薬剤師日記として時節にあった情報提供



会員専用ページ

＜ページ構成＞

①お知らせ（新着情報）

※IDおよびパスワードは、

共通のものを使用

＜必要なもの＞

＜公開後必要な作業＞

特になし



会員専用のページ



会員専用のページ



各種配付書類ダウンロード

＜ページ構成＞

①配付したお知らせ、書類など
のデータ一覧

＜必要なもの＞

＜公開後必要な作業＞

ダウンロードデータの追加作業

配付元のデータ

→ PDFデータ、Word・Excel・

Powerpointなどのデータ









お助けハンドブック （仮）

＜ページ構成＞

①検査などの際の注意点を
Q&A方式で掲載

季節ごとに追加。

カテゴリ別。

＜必要なもの＞

＜公開後必要な作業＞

記事の変更作業

記事元になるテキスト

→ PDFデータ、Word・Excel・

Powerpointなどのデータ





文字の大きさの工夫



【結果1】

◆学校関係者からの感想

・写真が豊富でとても見やすい。

・日記が面白い。頻繁に更新してほしい。

・ダニの効果的な対策など、以前アドバイス頂いた内容が、

日記に記載されてるので読み返せて参考になる。

◆ 改善点・要望

・日記の中に環境整備のワンポイントが記載されている が、

別でアドバイスコーナーなどあると気になること を調べやすいし、

校内の活動に活かせる。

・器具や装置の使い方などが学校によって違い、教職員も把握で

きてない部分もあり、掲載してほしい。



【結果2】

◆「薬剤師日記」で一般向けに、「学校薬剤師の仕事」で
は一般・学校保健関係者向けに学校薬剤師の時節毎
の活動の様子などを通して家庭でも役立つ情報を発信
している

◆会員向けのページでは会員への連絡、PDFファイル
にした関係資料や薬物乱用防止教室などで使用できる
スライド資材などを提供、活動の情報共有を行っている。

◆スマートフォンやタブレット端末でも利用できるため、
リアルタイムで情報の活用ができ、学生実習時の説明
にも用いることが可能である。



【考察1】

◆ホームページ委員会を設置し、複数人で内容の
研鑽を行ったことで、当会の現状に沿った必要
な情報を組み込むことができた。

◆環境衛生における薬剤師業務は単に学校だけ
にとどまらず、地域に貢献する必要もあることを
考えると、ささやかだがその第一歩を踏み出せた
と考える。



【考察2】

◆今後、リアルタイムで発信できる利点を生かし、

常に新しい知識と正しい情報を会員が共有する

ことにより安全で安心な学校環境作りを目指す。

◆必要とされる環境衛生についての情報を

学校保健関係者・一般の方にも発信できるよう、

情報収集に努める。

◆正確で、時節に合った求められる内容を常に

更新していくことが課題である。




